





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－１０ ｆ＝ ￣－９－８ ■
＆
Ｉ
l戦 １ 四！
0 ５ｃｍ
蝿
第９図千里シビナ遺跡（１～７）・四筒周辺遺跡Ｊ－１０ｉ地点（８～12）。
田村遺跡（13～15）出土資料（註20～22文献より）
Hosei University Repository
である。
（四）
し
か
し
、
剥
片
は
、
刃
器
（
第
９
図
８
～
、
）
一
○
八
点
・
砕
片
四六四点を含めて九六二点であり、比較的、縦長剥片が多
いものと理解される。図示された刃器のうち一一一八点の背面
剥離構成を検討すると、腹面と同方向の剥離面で構成され
る屯の一八点、同方向および反対方向からの剥離面で構成
される屯の一八点で、単設打面と両設打面の石核が存在す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
これらの他に打製石器として、石鑑七五点、石錐六点、
つまみ形石器一一一一点、尖頭器五点、彫器一一一点、換形石器三
五点、サイドブレイド八七点、石匙二点、スクレイ。〈－類
三八点、サヌヵイト製剥片石器一八点が出土しており、縦
長剥片を素材としているものは主にサイドブレイド・つま
糸形石器（同図皿）に認められる。また、剥片鍼の中にも
縦長剥片を素材とするものが存在するようである。
（皿）
田村遺跡福岡県福岡市に所在する縄文時代早～晩期の
遺跡である。石材は黒耀石が主体である。
石核は七点以上出土し、そのうち三点が縦長剥片を剥離
した右核である（第９図、～巧）。いずれも両設打面で、週
は上下の打角が六○度前後、型は上の打角が九○度前後、
下は六○度前後、巧は上下とも八○～九○度を測る。ま
た、そのいずれも四辺形を呈することが特徴としてあげら
繩文時代の縦長剥片生産技術（阿部）
以
上
の
よ
う
に
三
つ
の
地
域
に
お
い
て
、
石
核
と
剥
片
の
諸
特
徴
の
正
合
性
の
点
か
ら
、
縦
長
剥
片
生
産
技
術
の
存
在
を
指
摘
し
て
き
たが、次に、石核をもとに、剥離作業面・打面との関係か
ら
技
術
の
類
型
化
を
行
い
、
そ
の
特
徴
を
検
討
し
て
桑
よ
う
。
Ｉ
類
剥
離
作
業
而
に
お
い
て
打
面
が
一
つ
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ａ
打
面
が
一
面
の
剥
離
而
で
構
成
さ
れ
る
も
の
（第１図１．７など）、ｂ打面調整・打而再生が施される
もの（第３図１～５など）に細分される。
ｎ
類
上
下
両
方
か
ら
の
打
撃
に
よ
っ
て
剥
離
作
業
が
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ａ
上
下
両
端
に
明
確
な
打
面
が
設
定
さ
れ
る
も
の
（第８図１など）、ｂ一方に打而が設定され、もう一方に
明
確
な
打
面
の
見
ら
れ
な
い
も
の
（
第
６
図
３
な
ど
）
に
細
分
さ
れ
る。胞
類
は
、
北
海
道
で
は
、
早
期
の
居
辺
ｕ
遺
跡
・
ト
ビ
ニ
ゥ
ス
川
南岸遺跡、前期の日進遺跡、中期の開成２遺跡出土資料に
承
ら
れ
、
後
期
の
船
泊
遺
跡
の
資
料
も
こ
れ
に
属
す
る
可
能
性
が
あ
れ
る
。
打
面
調
整
は
狸
。
妬
に
観
察
さ
れ
、
妬
に
は
頭
部
調
整
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
石
核
の
高
さ
は
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
を測る。
剥
片
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
縦
長
剥
片
は
出
土
し
て
い
る
。
三
縦
長
剥
片
生
産
技
術
の
特
徴
五
Hosei University Repository
る
。
九
州
地
方
で
は
、
後
期
の
千
里
シ
ビ
ナ
遺
跡
の
資
料
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
原
石
粗
割
面
を
打
面
と
す
る
が
、
剥
離
作
業
が
石核の一面に及ぶもの、ほぼ全周に及ぶものがある。前者
は、裏面に自然面を残すことが特徴的であるが、剥離作業
が
進
む
と
、
後
者
の
よ
う
な
形
状
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
石
核
調
整
は
、
頭
部
調
整
以
外
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
化
類
は
、
北
海
道
で
は
中
期
の
幌
別
川
口
遺
跡
・
オ
ン
ネ
ナ
イ
第
２地点遺跡・開成２遺跡・上泊３遺跡、続縄文時代の岐阜
第
三
遺
跡
、
東
北
地
方
で
は
中
期
の
橋
上
遺
跡
、
九
州
地
方
で
は
中
期
の
山
角
遺
跡
に
染
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
石
核
は
円
錐
形
ま
た
は
半
円
錐
形
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。
半
円
錐
形
の
も
の
は
裏
面
に
自
然
面を残すものが多く、おそらく剥離作業が進むと円錐形に
な
っ
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
核
調
整
と
し
て
、
頭
部
調
整
。
打面調整が認められ、橋上遺跡では打面再生が確認され、
卦
ソ
ネ
ナ
イ
第
２
地
点
遺
跡
・
岐
阜
第
三
遺
跡
で
も
そ
の
存
在
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
作
業
而
稜
の
調
整
は
、
上
泊
３
遺跡・橋上遺跡の資料に認められる。両遺跡とも接合資料
が存在し、その剥離作業の過程は注目される。
順類は、九州地方の早～晩期の田村遺跡、後期の柏田遺
跡にふられる。石核の形状は長方形を呈し、他の類型のも
の
と
大
き
く
異
な
る
。
石
核
調
整
と
し
て
、
頭
部
調
整
・
打
面
調
整
は
行
わ
れ
る
よ
う
で
、
柏
田
遺
跡
で
は
剥
離
作
業
面
の
稜
調
整
の
存
法
政
史
学
第
三
十
八
号
在
も
指
摘
さ
れ
る
。
Ⅲ類は、東北地方の橋上遺跡にみられる。円錐形を呈
し、打面調整が行われる。
なお、九州地方の後期に属する四筒周辺遺跡ＪＩｍｉ地
点の資料はⅡ類に属するものと推定される。
石材に関しては、頁岩を主なる石材とする上泊３遺跡。
船泊遺跡・橋上遺跡、珪岩を主なる石材とする日進遺跡を
除けば、黒鵬石を石材とする。黒腿石の原石は拳大程のも
ので、頁岩はさらに大きなものが利用されているようであ
る。石核の大きさも、黒腿石を石材とするものは五センチ
メートル前後で、頁岩を石材とするものはより大形であ
る。さて、これらの類型を地域別にみると、北海道では、早
期から継続して胆類が承られ、中期になると小類が加わ
り、続縄文時代まで存続するようである。中期以降、石核
調整が発達するようであるが、石核形状などに各時代で共
通性があり、連続性をもって変化したものと推定される。
北海道では今回扱った資料の他に、早・前期では目梨郡
（魂）
（皿）
羅臼町ソスヶ遺跡・岩見市冷水遺跡。茅部郡南茅部町〈マ
（坊）
ナス野遺跡烟巨呑住居跡、中期では河東郡上士幌町居辺咀遣
（５）
（妬）
（町）
跡・常呂郡常呂町朝日トコロ貝塚・紋別郡湧別町二軒橋遺跡
（肥）
（羽）
・川上郡標茶町茅沼遺跡第二地点・札幌市ＴＷ遺跡。函館
一一一一ハ
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（弧）
（虹）
市見晴町Ｂ遺跡、中・後期では名寄市智東遺跡などの資料
があげられ、明確な時期は不明であるが、上川郡鷹栖村嵐
（躯）
（銘）
（鈍）
山遺跡・常呂郡常呂町岐・旱第三遺跡・同町栄浦第二遺跡・
（坊）
川上郡標茶町開運町連垣跡の資料ｑもあげられ、特に、北海道
東。北部に集中してみられる。これらのほとんどはＩ類で
あり、石器の形状などは先述の検討の結果と異なるもので
はなさそうである。晩期の資料は確認できなかったが、晩
期の資料が中心にみられる夕張郡長沼町タソネトゥ遺跡Ａ
（釦）
発掘区の縦長剥片が注ロ封される。
東北地方では、中期の橋上遺跡で化類．ｎ類がみられた
が、量的には肋類が多いようである。今日扱った資料の中
で石核調整が最も発達した資料である。石核は、北海道の
資料と比べ、大形で、高さのある円錐形を呈する。
この他に東北地方では、明確に縦長剥片生産技術の認め
られる資料を見出しえなかった。しかし、橋上遺跡とほぼ
（師）
同時期の山形県村山市中村Ａ遺跡では、頁山石製の縦長剥片
を素材とするスクレイ。〈－類が多数出土しており、山形県
内では橋上遺跡の資料は孤立した存在とは考えにくい。
九州地方では、肋類・順類がみられた。、類は山角遺跡
の資料に衆られたが、剥片の検討によってⅡ類の存在が推
定され、九州ではＩ類が特徴的であると考えられる。
今
回
扱
っ
た
資
料
の
他
に
、
早
～
晩
期
の
福
岡
県
筑
紫
郡
那
珂
川
繩文時代の縦長剥片生産技術（阿部）
（詔）
町深原遺跡、一別・中期の土器が出土した長崎県佐世保市四石
（鯛）
下洞穴Ⅲ層、後。晩期の福岡県福岡市四筒周辺遺跡Ｌｌｕ
（釦）
（虹）
ｃ地点。同県糸島郡二丈町広田遺跡。長崎県長崎市深掘遣
（蛆）
（鯛（
（必）
跡・同県福江市自浜貝塚・熊本県上益城郡益城町古閑遺跡
などの資料があげられ、地域的には西北部に集中し、時期
（妬）
的には後。晩期、特に後期に多い。これらの多くはⅡ類
で、石核形状は長方形を呈するものがある。頤類詐橇する
資料一の部は「鈴柄型刃器技法」に対比されている。
以上のように１．Ⅱ類は各地に共通してみられるが、そ
の量的関係を承ると、北海道・東北地方ではＩ類・九州地
方ではⅡ類が特徴的に承られることが理解される。
さて、この剥片生産技術から得られた剥片に検討を加え
》よンっ。
もともと縦長剥片を最初に定義し、全体の資料から抽出
しているため、その情報の正確さに欠ける。しかし、両側
辺・背面の稜線が平行する縦長剥片が明確に認定できたの
は事実である。より規格的な剥片がみられるものは、上泊
３遺跡・橋上遺跡の資料である。両者は、頁岩を石材と
し、石核調整が．頻繁に行われる点で共通する。胆類につい
ては、剥片末端部の幅広さが特徴としてあげられるかもし
れない。
剥片の長さについては、北海道・九州地方では五センチ
＝
一七
Hosei University Repository
メートル前後、東北地方の橋上遺跡では七センチメートル
前後である。全体的に石核の高さより若干大きい。頁岩を
石材とする剥片が黒曜石のものに比べ大形であるが、これ
は、原石の大きさに関連するものと理解される。
次に、これらの剣片と石器との関係をまとめておこう。
北海道・東北地方では、主として縦長のスクレイパー類
・縦長の石匙の素材となっている。一方、九州地方では、
刃
器
、
サ
イ
ド
ブ
レ
イ
ド
・
つ
ま
朶
形
石
器
・
台
形
状
石
器
・
彫
器
など多くの器種の素材となっており、相違点が承られる。
し
か
し
、
素
材
の
形
状
が
石
器
の
形
状
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
点
で
は
共
通
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
縦
長
剥
片
生
産
技
術
の
構
造
お
よ
び
石
器
と
の
関連を述べてきたが、旧石器時代。縄文時代早期の石刃鑛
文化期の石刃群とはどのように違うのであろうか。
技
術
的
な
点
か
ら
い
え
ば
、
も
と
も
と
本
論
で
定
義
し
た
縦
長
剥
（妬）
片
生
産
技
術
に
は
、
石
刃
技
法
の
定
義
と
共
通
す
る
要
素
を
持
た
せ
て
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
大
き
な
差
は
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
設
定
した各類型は旧石器時代の石器群に存在するものである。
橋
上
遺
跡
の
資
料
は
、
す
べ
て
の
石
核
調
整
が
認
め
ら
れ
、
ま
さ
に
（〃）
狭
義
の
石
刃
技
法
の
怖
傭
に
入
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
他の資料は総体的に調整が顕著ではなさそうである。また、
Ｉ
類
に
つ
い
て
は
寸
づ
ま
り
の
円
錐
形
を
呈
し
、
小
形
の
も
の
が
多
法
政
史
学
第
三
十
八
号
い
。
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
石
刃
鑑
文
化
期
の
石
刃
技
法
と
比
べ
て
も同様に認められる。
縦長剥片の比較を十分できるような状況ではないが、橋
上遺跡・上泊３遺跡などの資料は、東日本の石刃石器群の
石
刃
と
規
格
性
の
点
で
は
差
異
は
そ
れ
程
な
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る。しかし、石刃嫉石器群の石刃と比較すれば、規格性の
点では劣る。
剥片と石器との関係では、旧石器時代の石刃がナイフ形
石器・彫刻刀形石器・スクレイ。〈－類などの素材になり、
器種の種類に差は承られる。しかし、素材の形状が石器の
形
状
に
大
き
く
残
さ
れ
る
点
で
は
共
通
す
る
。
右
刃
鑑
の
石
刃
と
も
共通する。
このように、縄文時代の縦長剥片生産技術とそれに関わ
る
石
器
の
特
徴
は
、
技
術
的
に
は
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の、旧石器時代。石刃鑑文化期の右刃石器群と共通性をも
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。
しかし、大きな違いは、旧石器時代において石刃技法が
発達する頃、または石刃鑛文化期ではこの技法が技術基盤
の主体を占めるのに対し、縄文時代では客体的であると推
定されることである。北海道。東北地方では、橋上遺跡で検
討したように半分を越えるとは予想しがたい場合が多い。
縦
長
剥
片
生
産
技
術
以
外
の
技
術
と
は
、
形
状
・
大
き
さ
に
く
う
三
八
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以
上
の
よ
う
に
、
縄
文
時
代
の
縦
長
判
片
生
産
技
術
と
関
連
す
る
石
器
は
各
地
に
承
ら
れ
、
旧
石
器
時
代
な
ど
の
石
刃
石
器
群
と
共
通
す
る
要
素
を
多
く
待
つ
も
の
と
理
解
さ
れ
た
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
技
術
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の系譜を考察して承よう。
北
海
道
、
特
に
東
・
北
部
に
、
縄
文
時
代
か
ら
続
縄
文
時
代
ま
で
Ｉ
類
が
主
体
と
し
て
存
続
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
、
エ
テ
ィ
ー
を
も
つ
剥
片
を
と
る
技
術
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
剥
片
は
、
か
な
り
加
工
が
施
さ
れ
、
結
果
と
し
て
石
鑑
・
石
錐
な
ど
多
様
な
形
状
の
石
器
に
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
縦
長
剥
片
生
産
技
術
と
性
格
も
異
な
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
な
お
、
縄
文
時
代
の
剥
片
生
産
技
術
に
関
し
て
、
石
核
の
調
整
が
認
め
ら
れ
ず
、
得
ら
れ
た
剥
片
に
は
一
つ
の
石
器
形
態
を
規
定
す
る
（佃）
素
材
の
斉
一
性
を
求
め
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
検
討
結
果
か
ら
ふ
れ
ば
、
こ
の
見
解
は
縄
文
時
代
の
剥
片生産技術全体に適用されるものではないと判断される。
一
方
、
こ
の
よ
う
な
技
術
が
縄
文
時
代
で
は
一
般
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
特
殊
な
剥
片
化
産
」
技
術
の
存
在
を
予
想
し
（⑬）
た
見
解
が
あ
り
、
今
回
の
検
討
結
果
は
こ
の
予
想
を
裏
鶚
つ
け
た
こ
と
になる。
四
縦
長
剥
片
生
産
技
術
の
系
譜
と
役
割
繩文時代の縦長剥片生産技術（阿部）
類
↓
価
類
へ
と
い
う
連
続
的
な
変
化
が
看
取
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て、早期の唯式類似土器に伴う居辺皿遺跡の資料、沼尻式
に伴う可能性のあるトビーーウス川南岸遺跡の資料を祝型と
染
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
、
こ
れ
ら
と
、
旧
石
器
時
代
。
石
刃
鑛
文
化
期
の
石
刃
技
法
と
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
て
く
る。旧石器時代との関連では、その終末期とこれら二遺跡の
（卵）
間に相当な時間間隙の存在が予想されること、石核調整の
点
で
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
そ
の
系
譜
を
引
く
も
の
と
は
言
い
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
旧
石
器
時
代
終
末
に
は
、
類
も
若
干
（皿）
存
在
す
る
こ
と
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。
石刃鍼文化期の石刃技法とは、この時期の編年が確立さ
れてはいないものの、暁式。沼尻式が石刃鑑文化に先行す
（卵）
ろ見解がある。この見解に従襲えば、両者において、石核調
整
が
異
な
る
こ
と
か
ら
両
者
は
系
譜
を
異
に
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る。また、石刃鑑文化が極東地域からの流入と理解されて
（兜〉
いるように、石器組成なども大きく異なる。
次
に
極
東
地
域
と
の
関
連
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
、
石
刃鍼文化期以降、中期後半に石刃技法が大陸から波及した
（爵）
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
極
東
地
域
で
は
、
（“）
石刃技法は三月銅器時代まで存続するようであり、この地域
と
の
交
流
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
伝
播
し
て
き
た
可
能
性
は
あ
九
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る
。
し
か
し
、
早
期
か
ら
中
期
に
は
、
石
刃
鍛
文
化
を
除
け
ば
、
大
陸
と
の
関
係
を
明
確
に
示
す
資
料
が
な
い
こ
と
か
ら
、
大
陸
か
ら
の
伝
播
を
現
段
階
で
は
容
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
縄
文
時
代
前
。
中
期
にはほぼ対比できる下部アムール地域のマリシェポ期・コ
ン
ド
ソ
期
で
は
、
プ
リ
ズ
ム
型
の
石
刃
石
核
・
石
刃
鑑
な
ど
が
出
土
（弱）
しており、一別・中期の資料との相典点として注、する必要
があろう。
こ
の
よ
う
に
し
て
ゑ
る
と
、
北
海
道
で
は
縦
長
剥
片
生
産
技
術
は
早
期
以
来
の
一
連
の
系
譜
を
引
く
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
旧
石
器
時
代
終
末
と
今
回
扱
っ
た
資
料
と
の
間
隙
を
埋
め
る
資
料
を
今
後
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
東
北
地
方
で
は
、
明
確
に
縦
長
剥
片
生
産
技
術
の
認
定
で
き
た
し
の
は
中
期
の
橋
上
遺
跡
の
資
料
で
あ
っ
た
。
早
・
前
期
に
確
認
で
き
な
い
こ
と
、
北
海
道
と
は
空
間
的
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
、
北
海
道
の
資
料
と
は
右
核
調
整
・
形
状
の
点
で
差
の
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
口
生
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
石
刃
技
法
の
石
核
調
整
の
点
か
ら
検
討
し
て
ゑ
よ
う
。
旧
石
器
時
代
に
お
け
る
石
刃
技
法
の
各
調
整
技
術
を
個
別
の
剥
離
現
象
と
し
て
承
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
、
打
面
再
生
は
石
器
の
端
部
を
輪
切
り
に
す
る
よ
う
に
剥
離
し
、
末
端
の
厚
い
剥
片
を
と
る
こ
と
で
あ
り
、
剥
離
作
業
面
の
調
整
は
石
器
の
端
部
に
両
而
加
工
を
施
し
、
鋭
い
縁
辺
を
作
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
縄
法
政
史
学
第
三
十
八
号
文時代早期から一般的に糸られることであり、打面調整な
ど
も
含
め
て
石
刃
技
法
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
こ
れらの技術は、石刃の量産を目的とし、縦長の剥離作業面
および作業面と打面との適正な関係を保持するため、有機
的
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
時
に
調
整
と
い
う
概
念
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
石
刃
を
多
く
必
要
と
し
、
個
女
の
技
術
を
有
機的に関連づけさえすれば、常に右刃技法として顕在化す
ることになる。橋上遺跡の資料はこのような場合ではなか
ろうか。そうした場合、北海道・九州地方でも自生という
可能性は否定できない。
九州地方の資料については、縄文時代早期に認められな
いこと、東北地方とは地理的隔たりがあることから、ｎ生
または朝鮮半島などからの伝播が考えられる。（閃）
朝鮮北部では、一旦満江流域の〈云寧五洞遺跡・鴨緑江流域
（廓）
の公皐旦里遺跡に黒耀右製の縦長剥片を素材とした石器が多
く認められ、縦長剥片生産技術が存在した可能性が高い。
年代については、前者が紀元前六～四世紀、後者が紀元前
七～三世紀と推定されている。また、櫛目文士器の出土す
る遺跡で、縦長剥片生産技術が存在した可能性のある例が
（卵）
ある。中国東北部・沿海州で石刃技法がかなり新しい段階
（閉）
まで存続することを考え合せれば、朝鮮北部では紀一元前四
・三世紀頃まで存続していたことは想定できよう。
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朝
鮮
南
部
で
は
、
縦
長
剥
片
生
産
技
術
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
櫛
目
文
土
器
の
出
土
し
た
東
三
洞
貝
（的〉
塚
に
伴
う
右
鋸
な
ど
の
素
材
に
は
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
南
部
で
は
明
確
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
櫛
目
文
士
器
と
前
期
の
曽
畑
式
土
器
・
黒
陶
と
後
・
晩
期
の
黒
色
研
磨
土
器
の
関
連
性
。
九
州
産
の
黒
曜
石
が
東
三
洞
貝
塚
出
土
資
料
の
（印）
も
の
と
類
似
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
九
州
地
方
と
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
は
強
い
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
（日）
橘してきた可能性は残されよう。
｜
方
、
Ⅲ
生
と
考
え
た
時
に
山
角
遺
跡
の
資
料
を
机
型
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
、
生
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
東
北
地
方
で
述
べ
た
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
曽
畑
式
土
器
の
出
土
し
た
五
島
列
島
南
端
の
江
湖
貝
塚
で
は
、
剥
離
作
業
面
が
比
較
（“）
的
縦
長
の
石
核
が
存
在
し
、
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
資
料
的
に
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
技
術
は
道
具
を
作
っ
て
使
う
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
仮
り
に
伝
統
・
伝
橘
が
あ
っ
て
も
、
必
要
と
し
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
規
制
が
働
か
な
け
れ
ば
捨
て
去
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
具
を
必
要
と
し
た
け
れ
ば
技
術
は
開
発
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
な
ぜこのような技術が存在しうるのかを検討しよう。
各
資
料
に
お
い
て
、
縦
長
剥
片
生
産
技
術
以
外
に
も
剥
片
生
産
技
繩
文
時
代
の
縦
長
剥
片
生
産
技
術
（
阿
部
）
術
が
存
在
し
、
後
者
で
は
剥
片
の
規
格
性
が
そ
れ
程
求
め
ら
れ
て
い
ないものと理解された。このように性格を異にする技術が
共存することは、互いの役割が認識されていたことを示し
ている。
すなわち、縦長剥片生産技術によった剥片は、形状がそ
れ
程
変
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
石
器
に
仕
上
げ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
二
次
加
工
の
省
力
化
と
い
う
点
で
は
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。ま
た
、
石
器
組
成
か
ら
承
る
と
、
縦
長
剥
片
を
主
な
る
素
材
と
す
る
ス
ク
レ
イ
。
〈
Ｉ
類
・
石
匙
の
石
器
に
占
め
る
割
合
は
、
オ
ン
ネ
ナ
イ第２地点遺跡で六四．〈１セント、橋上遺跡では五四．ハー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
杣
、
遺
跡
で
は
、
つ
ま
み
形
石
器
・
台
形
状石器・サイドブレイドだけの割合でも四五。ハーセントで
あり、いずれも高い比率を占める。したがって、縦長剥片
生産技術は、当然のことながら縦長剥片を多く必要とした
時に、より有効である。そして、このことは、原石を無駄
なく活用できるということとも関連しよう。
｜方、剥片に規格性を求めていない剥片生産技術は石
鍼・石錐などの石器と関連することが推定された。おそら
く、すでに指摘されているように、二次加工がかなり施さ
れ、多様な形状を呈するこれらの石器を製作する場合、一
定
の
規
格
性
を
も
つ
剥
片
を
剥
離
す
る
技
術
で
は
対
応
し
き
れ
な
か
四
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法
政
史
学
第
三
十
八
号
〈婚・伯）
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
縦
長
剥
片
生
産
技
術
は
、
他
の
技
術
に
比
べ
、
有
効性を発揮する場合があるものと理解される。そして、有
効
性
が
発
揮
さ
れ
る
場
合
に
、
縦
長
剥
片
生
産
技
術
が
選
択
さ
れ
て
いたのであろう。その直接の要因は、縦長のスクレイ。〈１
・縦長の石匙。つまみ状石器などの大きさ・形状。数量な
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
背
景
に
は
こ
れ
ら
の
石
器
を
必
要
と
し
た
生
業
活
動
が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
縦
長
剥
片
生
産
技
術
の
系
譜
。
有
効
性
を
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
の
技
術
は
縄
文
時
代
全
体
を
通
し
て
染
た
場
合
、
小
数
派
で
は
あ
る
も
の
の
、
石
器
と
剥
片
、
剥
片
と
技
術
の
関
連
か
ら
象
れ
ぱ
合
理
性
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。
一
方
、
一
般
的
に
家
ら
れ
ろ
剥
片
生
産
技
術
は
、
規
格
性
の
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
い
剥
片
を
剥
離
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
石
鑑
・
石
錐
な
ど
多
種
多
様
な
石
器
が
出
現
し
て
く
る
縄
文
時
代
の
特
（“）
徴
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
剥
片
生
産
技
術
と
石
器
と
の
関
係
で
は
合
理
性
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。
・
性
格
の
異
な
る
剥
片
生
産
技
術
が
共
存
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
合
理
性
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
旧
石
器
時
以
代
来
の
技
術
伝
統
を
引
き
な
が
ら
、
異
な
る
技
術
が
伝
播
し
て
く
る
こ
と
も
そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
も
想
定
で
き
る
が
、
直
接
の
要
因
は
石
器
の
形
状
・
大
き
さ
の
バ
ラ
ェ
テ
ィ
ー
お
よ
び
数
量
の
変
化
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
染ると、石器の諸要素の変化によって剥片生産技術も変化
するものと理解され、縦長剥片生産技術以外でも、ある規
格的な剥片をとる技術が存在することも予想される。ここ
に、縄文時代の剥片生産技術の柔軟性、さらには環境適応
の柔軟性を読みとることができる。
今回の分析においても縦長剥片生産技術の存在はほぼ認
め
う
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
。
し
か
し
、
細
部
に
お
い
て
は
不明な部分が多く残った。これは将来の検討を待たなけれ
ばならない。そして、分析方法も、剥片技術を総体とした
分析が必要であろう。また、工具およびそれによってひき
おこされる諸現象の理解も必要である。それによって、剥
片生産技術の実体がわかり、系譜などについても再検討さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
各
剥
片
生
産
技
術
の
名
称
も
統
一
さ
れ
る
と思われる。
剥片生産技術の変化の主なる要因は、石器の形状・大き
さ。数量の変化と理解したが、これは、まさに石器を介し
て、技術が生業形態に対して共変関係にあることを示して
いる。そして、それらは環境の変化に対して適応する時に
共に変化するものと考えられる。したがって、環境復元と
五
お
わ
り
に
匹’
二
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ともに石器の機龍の復元か必要とされる。
最後に本稿をまとめるにあたり、明治大学文学部考古学
研究室・同大学熊野正也氏。石川日出志氏・別府大学橘昌
信氏・多賀城跡調査研究所後藤秀一氏・東北大学大学院須
田良平氏・鈴木博子さんには資料を提供していただき、ま
た、本学伊藤玄三先生にはご指導をいただいた。深く感謝
の意を表したい。
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作について」『埼玉考古』第一六号一一一一一一～四七頁後
藤
秀
一
一
九
八
五
「
縄
文
時
代
に
お
け
る
剥
片
生
産
に
つ
い
て
Ｉ
綾
合
資
料
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
『
太
平
蘂
史
懲
』
第
四
号
一
～
二
七
頁
、
山
田
昌
久
一
九
八
五
「
縄
文
時
代
に
お
ける石器研究序説Ｉ劉片剥離技術と剥片石辮をめぐっ
て
ｌ
」
『
論
集
日
本
原
史
』
二
一
九
～
二
五
二
頁
他
（２）渡辺仁一九五○「北海道の連続割裂技術と石器工業
との関係」『人類学雑誌』第六一巻第三号七～二一一頁
（３）加藤正一九六○「北筒式土器文化に含む特殊な要素」
『先史時代」第一○嘘一三～二○頁、駒井和愛他一
九
六
三
『
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
・
知
床
半
島
の
遺
跡
』
上
東
京大学文学部、羽賀憲一一一九七四『Ｔ両追跡』札幌
市
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅲ
札
幌
市
教
育
委
員
会
、
小
池
史
哲
・
橘昌信他一九七七『山陽新幹線埋蔵文化財調査報告」
第
四
集
福
岡
県
教
育
委
員
会
、
佐
藤
和
利
・
小
柳
正
夫
一
九
繩
文
時
代
の
縦
長
剥
片
生
産
技
術
（
阿
部
）
七八『紋別市「オンネナイ第２地点遺跡発掘調査報告書』
紋別市塾篇委員会橋口肩一九七八「縦長剥片ｌ
西北州における縄文時代の石器研究１１」『史学論議』
第九号七五～九一一一頁、寺崎康史一九八五「上泊３
遺跡出土の石刃状剥片について」『財団法人北海道埋蔵
文化財センター調査報告書」第一九集四○八～四二一
頁財団法人北海道埋蔵文化財センター、石井浩幸他
一九八五『橘上遺跡発掘調査報告書』山形県大江町埋
蔵文化財発掘調査報告書第一集大江町教育委員会
（４）註３および註１の山田昌久一九八五
（５）辻秀子・宮宏明一九八五『居辺遺跡」上士幌町教育
委
員
会
（６）涌坂周一・豊原煕司・宇田川洋一九七八『トビーーウ
ス
川
南
岸
遺
跡
』
羅
臼
町
文
化
財
報
告
３
羅
臼
町
教
育
委
員
〈言
（７）佐藤忠雄・河野広道一九六二『北海道名寄日進にお
け
る
考
古
学
的
調
査
」
名
寄
市
教
育
委
員
会
（
８
）
河
野
本
道
・
其
田
良
雄
他
一
九
八
○
『
駒
沢
大
学
北
海
道
教
養部考古学研究会紀要』第２集駒沢大学北海道教養部
考古学研究会
（
９
）
註
８
で
は
掻
器
類
と
な
っ
て
い
る
が
若
干
石
匙
が
含
ま
れ
て
い
る。五○点という数値は右匙を除いてある。以下、スク
レイ．〈－類とは、掻・削器などとも分類されているもの
で、石匙は含まれない。
四
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（
Ⅲ
）
註
３
の
佐
藤
和
利
・
小
柳
正
夫
一
九
七
八
（
ｕ
）
久
保
勝
範
・
太
田
敏
量
・
菅
野
友
世
一
九
八
一
『
北
見
市
広
郷
・
開
成
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
北
見
市
（
⑫
）
種
市
幸
生
・
佐
藤
和
雄
・
三
浦
正
人
・
森
岡
健
治
一
九
八
五
『
礼
文
島
帆
泊
段
丘
の
遺
跡
群
』
財
団
法
人
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
一
九
集
財
団
法
人
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
過
）
児
玉
作
左
術
門
・
大
場
利
夫
一
九
五
二
「
礼
文
島
船
泊
砂
丘
遺
跡
の
発
掘
に
就
て
」
『
北
方
文
化
研
究
報
告
』
第
７
輯
一
六
七
～
二
七
○
頁
本
稿
で
は
、
一
九
五
九
年
、
芹
沢
長
介
・
吉
崎
昌一氏によって採集された遺物を扱っている。
（
皿
）
芹
沢
長
介
・
吉
崎
昌
一
一
九
五
九
「
ア
イ
ヌ
以
前
の
北
海
道
」
『科学読売』第一一巻五号一一一一～三七頁他
（
嘔
）
藤
本
強
・
安
斎
正
人
・
飯
島
武
次
他
一
九
七
七
『
岐
阜
第
三
遺
跡
」
東
京
大
学
文
学
部
（
畑
）
註
３
の
石
井
浩
幸
他
一
九
八
五
（Ⅳ）田川肇一九八一『長崎県埋蔵文化財調査集報」Ⅳ
長
崎
県
教
育
委
員
会
（出）註３の小池史哲・柵昌信他一九七七
（田）註嘔によれば、「縦長剥片の側辺に沿って使用によると
考
え
ら
れ
る
刃
こ
ぼ
れ
、
擦
痕
な
ど
の
使
用
痕
お
よ
び
小
さ
な
調
整
剥
離
が
局
部
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（一四三頁）。また、「縦長剥片』については、「剥片の両
側
辺
お
よ
び
背
面
の
稜
線
が
ほ
ぼ
平
行
に
走
り
、
横
断
面
が
薄
い
法
政
史
学
第
三
十
八
号
〆￣､／~､／￣、
２７２６２５
１－ノ、＿ノ、＿ノ
（別）
（理）
（詔）
（皿）
（卯）
三
角
形
な
い
し
台
形
を
呈
す
る
こ
と
。
剥
片
の
最
大
幅
に
対
し
て
、
そ
の
最
大
長
が
二
倍
以
上
あ
る
縦
に
長
い
整
っ
た
形
状
を
有
し、側辺に鋭いエッジを形成していること。それ自体が
利器として用いられる一方、他の剥片石器の素材となり
得る目的々な剥片であること」と定義されている（二二
八頁）。『刃器」『縦長剥片』の認定は現状では困難な場
合が多いが、木稿で定義した縦長剥片は、『縦長剥片』
と
剥
片
の
形
状
の
点
で
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
塩
屋
勝
利
・
田
中
寿
夫
・
渡
辺
和
子
一
九
八
二
『
福
岡
市
西
区
千
里
シ
ピ
ナ
遺
跡
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
兜
集
福
岡
市
教
育
委
員
会
渡
辺
和
子
・
柳
田
純
孝
・
力
武
卓
拾
一
九
七
八
『
福
岡
市
西
区
四
筒
周
辺
遺
跡
調
査
報
告
書
』
②
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
七
集
福
岡
市
教
育
委
員
会
福
岡
市
教
育
委
員
会
一
九
八
四
『
田
村
遺
跡
Ⅱ
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
諜
館
一
○
四
集
沢
四
郎
・
木
田
克
代
・
宇
田
川
洋
他
一
九
七
一
『
羅
臼
』
羅
臼
町
文
化
財
報
告
１
純
ｎ
町
教
育
委
員
会
富
水
慶
一
一
九
八
一
『
冷
水
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
岩
見
沢
市
教
育
委
員
会
南
茅
部
町
教
育
委
員
会
一
九
八
三
「
ハ
マ
ナ
ス
野
遺
跡
」
Ⅸ
註
３
の
駒
井
和
愛
他
一
九
六
三
米
村
哲
英
一
九
七
四
『
二
軒
橋
遺
跡
』
湧
別
町
教
育
委
員
会
四
四
Hosei University Repository
（
躯
）
福
士
広
志
・
豊
原
煕
司
・
涌
坂
周
一
一
九
八
○
『
茅
沼
遺
舘
群
』
Ⅱ
標
茶
町
教
育
委
員
会
（
羽
）
羽
賀
憲
二
一
九
七
四
『
Ｔ
両
遺
跡
』
札
幌
市
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅲ
札
幌
市
教
育
委
員
会
（
釦
）
田
原
良
信
一
九
七
九
『
見
晴
町
Ｂ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
函
館
市
教
育
委
員
会
（
瓠
）
山
崎
博
信
・
長
谷
川
功
一
九
六
八
『
智
東
遺
跡
Ｂ
地
点
』
名
寄
市
立
図
書
館
、
山
崎
博
信
一
九
七
一
『
智
東
遺
跡
Ｄ
地
点
』
同
図
譜
館
、
山
崎
博
信
・
氏
江
敏
文
・
鈴
木
邦
輝
一
九
八
○
『
名
寄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
Ⅱ
名
寄
市
教
育
委
員
（雪
（
犯
）
斉
藤
傑
・
松
井
恒
幸
一
九
六
八
『
嵐
山
遺
跡
』
嵐
山
遺
跡
群
調
査
会
（
詔
）
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
・
常
呂
研
究
室
一
九
八
五
『
栄
浦
第
一
遺
跡
」
東
京
大
学
文
学
部
（
型
）
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
一
九
七
二
『
常
呂
』
東
京
大
学
文
学
部
（
弱
）
大
場
靖
友
・
福
士
広
志
・
豊
原
煕
司
他
一
九
八
三
『
開
運
町
遺
跡
」
標
茶
町
教
育
委
員
会
（
鏥
）
野
村
崇
一
九
七
七
『
長
沼
町
幌
内
タ
ン
ネ
ト
ウ
遺
跡
の
発
掘
調
査
』
空
知
地
方
史
研
究
協
議
会
（
師
）
渋
谷
孝
雄
・
名
和
達
朗
・
佐
交
木
洋
拾
一
九
八
三
『
中
村
Ａ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
乃
集
山
形
県
教
育
委
員
会
繩
文
時
代
の
縦
長
剥
片
生
産
技
術
（
何
部
）
（
詔
）
橘
昌
信
・
木
下
修
一
九
七
八
「
山
陽
新
幹
線
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
第
８
集
福
岡
県
教
育
委
員
会
（
羽
）
麻
生
優
一
九
六
八
『
岩
下
洞
穴
の
発
掘
記
録
』
（
蛆
）
二
宮
忠
司
・
渡
辺
和
子
一
九
八
三
「
福
岡
市
早
良
区
四
筒
周
辺
遺
跡
調
査
報
告
書
」
五
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
○
○
集
福
岡
市
教
育
委
員
会
（
皿
）
小
池
史
哲
・
馬
場
弘
稔
・
中
間
研
志
一
九
八
○
『
二
丈
・
浜
玉
道
路
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
福
岡
県
教
育
委
員
会
（
狸
）
賀
川
光
夫
・
摘
日
信
・
坂
田
邦
洋
他
『
深
堀
遺
跡
』
人
類
学
考
古
学
報
告
第
一
号
長
崎
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
二
教
室
届
）
福
江
市
教
育
委
員
会
一
九
八
○
『
白
浜
貝
塚
』
福
江
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
集
（
“
）
熊
本
県
教
育
委
員
会
一
九
八
○
「
古
保
山
・
古
閑
・
天
城
」
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
四
七
集
（
妬
）
註
３
の
小
池
史
哲
・
術
自
信
一
九
七
七
、
橘
昌
信
一
九
七
八
ですでに指摘されている。
（
蛆
）
柳
田
俊
雄
・
藤
原
妃
敏
一
九
八
一
「
瀬
戸
内
技
法
と
石
刃
技
法
「
ｌ
調
整
技
術
の
も
つ
意
味
ｌ
」
『
旧
石
器
考
古
学
』
蕊
鋼
号
二
九
～
四
○
頁
他
（
幻
）
藤
原
妃
敏
一
九
八
三
「
東
北
地
方
に
お
け
る
後
期
旧
石
器
時
代石器群の技術基盤」『考古学論叢」Ⅱ六三～九○頁
ここでのＩ群に相当するものと考えている。
（
蛆
）
註
１
の
山
田
昌
久
一
九
八
五
（
蝿
）
註
１
の
後
藤
秀
一
一
九
八
五
四五
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（釦）宮塚義人一九八四「縄文文化黎明期の北海道」『北
海
道
の
研
究
』
１
’
○
八
～
二
一
九
頁
清
文
堂
ａ
）
畑
宏
明
。
熊
谷
仁
志
・
高
橋
豊
彦
他
一
九
八
五
『
湯
の
里
遺
跡群』財団法人北海道埋蔵文化財センター調査報告第
一
八
集
、
長
沼
孝
・
西
田
茂
・
畑
宏
明
他
一
九
八
五
『
今
金
町
美
利
河
１
遺
跡
』
同
調
査
報
告
第
二
三
集
財
団
法
人
北
海
道埋蔵文化財センターなどの遺跡で詮られる。
（
砲
）
芹
沢
長
介
一
九
六
五
「
周
辺
文
化
と
の
関
連
」
『
日
本
の
考
古
学
』
Ｉ
四
一
八
～
四
四
二
頁
河
出
書
房
、
菊
池
俊
彦
一
九八○「大陸文化と北海道」『北海道考古学講座』
二一一一一一一～一一六○頁率やま書一房
（
田
）
註
躯
の
菊
池
俊
彦
一
九
八
○
（則）フェドセア・等〈・ア（中村嘉男訳）一九七五「ア
ルダンの青銅器時代（ベリカチ１多層遺跡の資料ビ『シ
ベリア極東の考古学』１二九○～三○一一一頁河出書一房
（弱）桑月鮮・佐川正敏一九六三「旧石器時代終了後の東
北アジアにおける石刃および細石刃を素材とする石器群
の変遷１日太の石刃鱸文化の理解のためにｌ」『北
海
道
考
古
学
』
第
一
九
輯
九
七
～
二
五
頁
品）朝鮮民主主義人民共和国科学院考古学及民俗学研究所
一九六○『会寧五洞原始遣祉発掘報告』
ａ）朝鮮民主主義人民共和国科学院考古学及民俗学研究所
一九五九『江界市公貴里原始遣祉発掘報告」
法
政
史
学
第
三
十
八
号
新
社
（
詔
）
西
谷
正
一
九
八
二
「
朝
鮮
半
島
の
黒
曜
石
に
つ
い
て
」
『
賀
川
光
夫
先
生
還
暦
記
念
論
集
」
’
二
九
～
一
三
八
頁
（弱）横山将一一一郎一九一一一一一一「釜山府絶景島東三洞貝塚調査
報告」『史前学雑誌』第五巻第四号
（
帥
）
江
坂
輝
弥
一
九
七
二
二
九
七
一
年
の
動
向
、
韓
国
」
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
六
八
号
五
六
～
五
八
頁
（皿）註３の橘昌信一九七八ですでに指摘されている。
（
⑰
）
坂
、
邦
洋
一
九
七
三
『
曽
畑
式
土
器
に
関
す
る
研
究
江
湖
貝
塚
』
縄
文
文
化
研
究
会
（
配
）
註
１
の
後
藤
秀
一
一
九
八
五
、
山
川
昌
久
一
九
八
五
四
六
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